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概　　　論

1.　積 算 の 目 的

　一般に設計図書である図面，仕様書（現場説明書および現場説明に対する質問回答書を

含む）に基づいて建築物の数量を求めることを積算といい，求めた数量に材料費，労務

費，仮設費，機械器具費，運搬費，下請経費等を合わせて複合費として乗じ，建築物の価

格を算出することを見積りという。

　しかしながらここでは，広義に解釈して工事費の算出までを扱うことにする。

　積算の目的にはいろいろあるが，主なものに発注者が工事のために必要な予定価格を算

出するものと，受注者が工事を落札するための価格見積りがある。

　発注者としての積算とは，「競争の目的となる建築物の仕様書，設計書，現場説明書等

に基づき，各種数量を計算し，これに対応する単価を取引の実例価格，需給の状況を調査

し，履行の難易，数量の多寡，履行期間の長短等を考慮して定め，これら数量と単価の積

の和により工事費用を計算し，これに受注者（請負者）の利益を含めた経費を加算し工事

価格を算出する。」ことであるといえる。

　このことは，履行できるであろう工事費，あるいは購入できるであろう資材価格を推定

するものであるから，定め方いかんによっては受注者は厳しい実行予算を組まなければな

らない場合も生じてくる。従って積算はより慎重に，より適切に行い，適正な価格の算出

に努めなければならない。

　また，工事請負契約書に基づく工事内容の変更，工事の中止，または賃金物価の変動等

に伴う請負代金額の算出，さらには，建物・工作物の評価，工事費の査定，予算・概算資

料の作成等，積算業務が関わる分野は非常に多様になっている。

　・建設工事の入札制度の合理化対策等について

昭和 58 年 3 月 16 日　中央建設業審議会

　　　予�定価格：予定価格は，標準的な施工能力を有する建設業者が，それぞれの現場の

条件に照らして，最も妥当性があると考えられる標準的な工法で施工する場合に

必要となる経費を基準として積算されるものである。

　　　　
※　中央建設業審議会長から

　各省大臣　各庁長官等あて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  各都道府県知事
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2.　工事費の積算

　建築価格は，数量と単価との積の和で求められる。積算に当たっては，設計図，仕様書

によるほか，工事の種類，程度，規模，施工場所および環境，他工事との関連，工事期間

および季節，契約上の諸条件，社会状況，物価の変動等の実情を考慮のうえ算出する。

　施工条件明示と適切な設計変更
　�　建築工事の契約は，設計図書に基づく総価契約が一般的であるが，これは発注側と受

注側とが同一の考え方に従って積算し，工事を実施して行くことが前提となっている。

そのため，発注側と受注側の考え方に重大な開きの生じやすい項目について，設計図書

において施工条件の明示を行い，発注側と受注側とで考え方を一致させる必要がある。

また，工事の実施に当たって施工条件に予期しない変化があった場合等は，必要に応じ

て設計変更等の処置を取る必要がある。

　　①�　地下階を有する大規模工事および特殊工事においては，設計図書における施工条

件の明示項目としては，建設発生土の処分方法・運搬距離・処分費，山留め・水替

えに関する施工条件，地下掘削工事に関する構台施設，揚重機械器具の設置および

建て方に関する工法等があるが，これらは，現場条件等を考慮のうえ行うこと。ま

た，共通仮設費の積み上げ部分として，仮囲い，仮設道路の整備，借地借家料，警

備員，交通誘導員についても，当初の契約から設計図書において適切に条件を明

示しておくこと。

　　②�　明示した施工条件が，現場における施工と著しい相違が生じた場合は，適切な設

計変更を行うこと（営繕および公営住宅等の事業執行における積算等の留意事項お

よび解説）。施工条件の明示については，6. 付録を参照。

2.1　積 算 内 訳 書
　発注者は，予定価格の算出に当たって，あらかじめ定められた内訳書に従い，工事費を

詳細に積み上げていく。この場合の内訳書（表 1）を積算内訳書と称している。あるいは

設計書ともいっている。

　表 1　内訳書式

名　　　称 摘　　　要 数量 単位 単価 金　額 備　考

種　目　別　内　訳

直 接 工 事 費 構造，規模，新築

Ⅰ 庁　　　　 舎 新設 一式 ××

Ⅱ 囲　　　　 障  〃 〃 ××

　○○工事工事費積算内訳書� 平成○年○月○日作成　
　金　○　○　円� 　
　（工事価格金○○円）
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名　　　称 摘　　　要 数量 単位 単価 金　額 備　考

Ⅲ 構 内 舗 装 新設 一式 ××

Ⅳ 屋 外 排 水  〃 〃 ××

Ⅴ 植　　　　 栽 新植 〃 ××

計 ×××

共 通 費

Ⅰ 共 通 仮 設 費 一式 ××

Ⅱ 現 場 管 理 費 〃 ××

Ⅲ 一 般 管 理 費 等 〃 ××

計 ×××

合 計 （工事価格） ××××

消 費 税 等 相 当 額 一式 ××

総 合 計 （工事費） ×××××

　▪工種別書式

名　　　称 摘　　　要 数量 単位 単価 金　額 備　考

科　目　別　内　訳

Ⅰ 庁 舎

⑴ 直 接 仮 設 一式 ××

⑵ 土 工 〃 ××

⑶ 地 業 〃 ××

⑷ 鉄 筋 〃 ××

⑸ コ ン ク リ ー ト 〃 ××

⑹ 型  枠 〃 ××

⑺ 鉄 骨 〃 ××

⑻ 既 製 コン クリート 〃 ××

⑼ 防  水 〃 ××

⑽ 石 〃 ××

⑾ タ イ ル 〃 ××

⑿ 木 工 〃 ××

⒀ 屋 根 及 び と い 〃 ××

⒁ 金 属 〃 ××

⒂ 左 官 〃 ××

⒃ 建 具 〃 ××

⒄ カーテンウォール 〃 ××

⒅ 塗 装 〃 ××

⒆ 内 外 装 〃 ××

⒇ ユニット及びその他 〃 ××

� 発 生 材 処 分 〃 ××

計 〃 ×××

概論1.indd   3 12.10.10   4:14:35 PM



4

3.　工事費の構成

　工事費の構成は，通常次のようになる。

3.1　直 接 工 事 費
　直接工事費は，工事目的物を造るために直接必要とされる費用で，各工事種目ごとに分

けて計上する。工事種目は，設計図，仕様書等の表示に従い，庁舎，囲障，構内舗装，屋

外排水，植栽等に区分する。工事科目は，工種別のほか，部分別，職種別，個所別，機能

別等によっても区分することができる。

　細目は，各科目をさらに細分したもので，材料費，労務費，仮設費，機械器具費，運搬

費等，またはそのいくつかを合わせたものについて示す。

（1）　材　料　費
材料価格等は原則として積算時の現場渡し価格とする。

材料費は，材料数量と材料単価の積からなる。

　図 1

工事費
工　事　価　格

消費税等相当額

純 工 事 費

現場管理費
工 事 原 価

一般管理費等

直接工事費

共通仮設費
共通費

名　　　称 摘　　　要 数量 単位 単価 金　額 備　考

細　目　別　内　訳

Ⅰ 庁　　　　　  舎

1． 直　 接　 仮　 設 一式 ×

や り 方 〃 ×

墨 出 し 〃 ×

養 生 〃 ×

整理清掃後片付け 〃 ×

地 足 場 〃 ×

外 部 足 場 〃 ×

内 部 躯 体 足 場 〃 ×

内 部 仕 上 足 場 〃 ×

災 害 防 止 〃 ×

仮 設 材 運 搬 〃 ×

小 計 ××
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①　材料数量

　　　材料数量には，

　　　　1）　主体材料

　　　　2）　仮設材料，消耗材料等

　　があるが，これらをそれぞれ直接計上するか，間接に複合費等の中に見込む方法がある。

　　�　材料数量を計上する場合には，所要数量によるが，個数等で示す材料は，設計数量

によることが多いので，作業上の無駄に対する割増しは，単価で考慮する。割増しの

数量は，材料の切り無駄や施工上やむを得ない損耗等を含み，実際の状況を考慮して

定め，材料の切り落しくずやその他，施工後に残る材料に価値があると思われる場合

には，その残材を評価して控除する。

　　・設計数量：�設計図書に示されている個数とか，設計寸法から求めた正味の数量をい

い，「建築数量積算基準」ではこの正味の数量を原則としている。杭，

ルーフドレイン，建具など個数で示す材料と床タイル張り，壁モルタル

塗りなど仕上工事の大部分の施工が該当し，いずれも作業上の無駄に対

する割増しは，それぞれ単価で考慮する。

　　［例］　タイル工事

　　　　　一般床タイル（1m2 当たり）

　　　　　タイル（150 角）　  45 枚

　　　　　セメント　　　  　   2.6kg

　　　　　細骨材（砂）　　 　  0.004m3

　　　　　タイル工	　　　　　 0.19 人

　　　　　普通作業員	　　　　 0.09 人

　　　　　その他　　　　　　 一式

　　　　　　計

　　・所要数量：�鉄筋や木材など市場寸法による切り無駄や施工上やむを得ない損耗等を

含んだ数量のことで，材料数量として直接計上する場合には，所要数量

による。割増しの数量は，「建築数量積算基準」にそれぞれ標準が定め

られている。

　　［例］　棒　鋼	 4％

　　　　　形鋼，鋼管および平鋼	 5％

　　　　　広幅平鋼および鋼板（切板）	 3％

　　　　　ボルト類	 4％

　　　　　アンカーボルト類	 0％

　　　　　デッキプレート	 5％

　　　　　板　材　突付けの場合	 10％

　　　　　　　　　実はぎの場合	 15％
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　　　　　　　　　相じゃくり，羽重ねの場合	 15％

　　　　　　計

　　　〇鉄筋工事

　　　　鉄　筋　　　　　　設計数量× 1.04 ×鋼材価格（ｔ当たり）

　　　　鉄筋加工組立　　　設計数量×加工組立費（ｔ当たり）

　　　　スクラップ控除　　（所要数量－設計数量）× 0.7 ×鉄屑価格（ｔ当たり）

　　　　　計

　　・計画数量：�設計図書に示されていない土の処理もしくは土工計画，仮設計画等で推

定した施工方法によって得た正味の数量をいう。

　　［例］　根切り，埋戻し，大部分の仮設

　　②　材料単価

　　�　材料単価は，数量の多寡，指定材料の有無，取引条件等を考慮して定める。なおそ

れぞれの単価は消費税抜きとするが，消費税込みで表示される単価については 105

分の 100 を乗じた額を消費税抜き単価とする。

　　　1）　刊行物等に掲載されている単価

　　　�　『積算資料』建設資材価格（月刊），一般財団法人経済調査会（以下，「経済調査

会」という）

　　　�　『積算資料』に掲載されている建設資材価格は，すべて需要者を対象としたもの

で，建設業者や専門工事業者および加工業者がメーカー，商社，問屋，特約店等の

流通業者から購入する価格を指している（図 2の▼印の段階）。従って，メーカー

と流通業者あるいはまた流通業者間で取り引きされるいわゆる仕切り価格と称され

るものや，卸し価格あるいは中間の取引価格を対象としたものではない（図 2 の

㋑，㋺，㋩，㋥の段階）。

図 2
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